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研究成果の概要（和文）：本課題は、『非母語話者による日本語話し言葉コーパス(CSJ-NNS)』に

収録するデータをさらに充実させ、構築されたコーパスを広く一般に公開する目的で行われた。

音声データの収録や各種アノテーションの付与のみならず、個人情報を消去するなどして公開

に向けて作業を行い、コーパスを頒布した。また、本コーパスと『日本語話し言葉コーパス(CSJ)』

とを比較することにより、従来の日本語非母語話者音声研究に新たな視座を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to build upon and consolidate 
the data that was previously compiled in “The Corpus of Spontaneous Japanese Spoken by 
Non-native Speakers (CSJ-NNS)” Project, for the purpose of public distribution. In order 
to protect the privacy of individuals, their personal information and identity has not 
been disclosed to the public. In addition, from the comparison with the CSJ, these findings 
present new research possibilities regarding non-native Japanese speech analysis. 
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2009 年度 3,000,000 900,000 3,900,000 
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総 計 13,600,000 4,080,000 17,680,000 

 
 

研究分野：日本語教育学、音声学 
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(6)モノローグ、(7)日本語話し言葉コーパス  

 
１．研究開始当初の背景 
 非母語話者が産出した資料を基にして作
られたコーパスは「学習者コーパス(Learner 
Corpus)」と呼ばれ、中間言語研究や言語教
育への応用が期待されている（大曽ほか
2003）。 

母語話者のコーパスと同様、学習者コーパ
スも英語が先駆的役割を果たしているが、日
本語学習者コーパスも整備されつつある。研
究開始の時点で入手可能であった主な日本
語学習者コーパスは、以下の通りである。 
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①「日本語学習者による日本語作文と、その
母語訳との対訳データベース ver.2」  

②「日本語学習者コーパス(日本語学習者の
作文コーパス)」  

③「KY コーパス」  
④「インタビュー形式による日本語会話デー

タベース」 
 上記①・②は書き言葉の学習者コーパス、
③・④は話し言葉の学習者コーパスである。
ただ、研究開始時においても話し言葉学習者
コーパスが存在していたとはいえ、それらは
書き起こしテキストを中心として整備され
たものでであった。したがって、日本語学習
者の話し言葉における特徴的な文法事項や
談話構造の分析などは可能であったが、日本
語学習者の話し言葉音声を音声学的に分析
することは不可能な状態であった。そこで、
我々は音声学的分析にも耐えうる日本語学
習者コーパスを構築することを計画し、平成
17 年度から 18 年度にかけて『非母語話者に
よる日本語話し言葉コーパス』（以下、英略
称CSJ-NNS＝Corpus of Spontaneous Japanese 
Spoken by Non-native Speakers）の構築作
業を行った（「『非母語話者による日本語話し
言葉コーパス』の構築と分析・研究」基盤研
究（A） 課題番号：17202011 研究代表者：
土岐哲）。 
 本課題は、平成 17 年度から平成 18 年度に
かけて構築した CSJ-NNSをより充実させるた
め、CSJ-NNS 構築時に得られた国内外の人的
ネットワークを活用して、さらに広範なデー
タを収集すると同時に、データを拡充した
CSJ-NNS の分析を行うものであった。 
  
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的 
 本研究の主たる目的は、以下の四つである。 
① 既に構築した日本語非母語話者（以下
「非母語話者」）の産出した自発発話音声の
コーパス CSJ-NNS を、更に拡充させる。 
② ①のコーパスを使用し、非母語話者が産
出した音声について、日本語母語話者（以下
「母語話者」）自身の産出した音声と詳細に
比較対照し、より広い視野に立って具体的に
検証する。 
③ ①・②で得られた成果を、日本語音声教
育の現場に、より現実的な目標および方法を
考察し、提示する。 
④ ③の成果の一部は、教育現場のみならず、
広く日本語社会一般にも発信し、非母語話者
の音声についてのより柔軟かつ公平な理解
を求める。 
 
(2) 本研究課題が目指したもの 
 「学習者コーパスは、母語話者コーパスと
の比較をすることで、更に価値を増す」（大
曽ほか 2003）との指摘もあるように、学習者

コーパスは母語話者コーパスと比較対照可
能であることが望まれる。正確な比較対照の
ためには、母語話者・非母語話者とも同じ条
件でのコーパスである必要がある。そこで
我々が構築、データの拡充を目指した学習者
コーパスは、基本的に『日本語話し言葉コー
パ ス ( 以 下 、 英 略 称 CSJ ＝ Corpus of 
Spontaneous Japanese)』 に準拠することに
した。そのことにより、非母語話者の話し言
葉コーパスである CSJ-NNSと母語話者の話し
言葉コーパスである CSJ とが、話者以外同条
件での比較対照が可能となる。 
 
(3)日本語学習者音声の実態把握のための基
礎的資料の構築 
非母語話者の産出する日本語音声は、それ

ぞれの母語背景などが影響し、母語話者が産
出するそれとは異なる特徴を見せることが
従来から指摘されている。それは、「分節音
の不自然さ」・「発話のリズムの不自然さ」・
「アクセント実現の不自然さ」・「イントネー
ションの不自然さ」など、多岐にわたる。し
かし、それらの「不自然さ」の中には、非母
語話者の自発発話音声のみならず、現に母語
話者の自発発話にも観察されるものもある。
それにも関わらず、非母語話者の日本語音声
のみが「不自然である」かのように問題視さ
れることが多い。その実態を明らかにするた
めには、まず、「問題」の現象がどのような
場合に観察されるか、母語話者・非母語話者
の双方の場合について、大規模データをもと
に詳細な分析・比較対照を実施する必要があ
る。 
もし、母語話者の音声コーパスである CSJ

に準拠した非母語話者の音声コーパスが存
在すれば、非母語話者の音声について、大規
模データを基に種々の現象を実証的に分析
することが可能になることは勿論、ほぼ同一
条件で、母語話者の音声と非母語話者の音声
を比較対照することが可能となる。その結果、
従来の、少人数の非母語話者のデータを基に、
特定事象のみを対象とした研究では、単に
「学習者の偏り」、「中間言語的現象」、「誤用」
とされてきたものが、本研究によって見直し
を迫られる知見も出てくる可能性が高い。そ
のような知見は一部の関連先行研究でも指
摘されているものの、本研究によって得られ
る新知見は、従来の日本語音声教育のあり方、
ひいては非母語話者の日本語音声に対する
日本語社会のより冷静な理解などへの貢献
も大いに期待できる。 
 以上のように、CSJ-NNS 自体の分析は勿論、
同一言語項目について、CSJ-NNS での分析結
果と CSJでの分析結果とを比較することによ
り、中間言語(学習者の産出する言語)の研究
の発展、音声教育・話し言葉教育への新知見
の還元が期待できる。 



３．研究の方法 
(1)音声収録  

データは国内外（日本各地・ヨーロッパ各
地）の学会等において非母語話者が日本語で
発表する場合と、国内外の非母語話者による
日本語スピーチ大会等において収録した。 
 収録に際しては、講演を母語話者が聞き、
多角的な印象評定を行った。話者にはヘッド
セットマイクを着用してもらった。これは、
講演中の話者が姿勢や視線を動かした場合
でも唇とマイクの距離を一定に保つためで
ある。マイクからの音声は DAT（Digital 
Audio Tape）に録音した。 
 
(2) DAT(Digital Audio Tape)へのダビング 
本研究では、音声データの収集・処理が非

常に大切である。何らかの事件、事故により
そのデータが失われることのないよう十分
に注意した。 
 
(3)音声のファイル化、及び非言語音の記述 

データ処理の段階で、DAT の音声をダウン
サンプリングして計算機に格納した。 
 
(4)ポーズに基づく基本単位への分割 
 書き起こし作業の基本となる単位（基本単
位）の開始・終了時刻を同定し、音声との対
応をとる。基本単位として、文などの単位が
利用されることもあるが、CSJ-NNS が対象と
する自発音声ではその認定が困難であるた
め、200 ミリ秒以上のポーズにはさまれた時
間区分を基本単位とした。認定作業では、計
算機上に音声波形とサウンドスペクトログ
ラムを表示し、音を聴取しながら基本単位の
始端、終端位置をラベリング用ウィンドーに
記録していく。講演者の発話（言語音）に加
えて、非言語音（笑いや咳など）や、雑音に
ついても同様の基準で基本単位を認定し、そ
の開始・終了位置を同定した。 
 
(5)収録音声の書き起こしテキスト作成 
 基本単位認定作業で得られた時間情報をも
とに音声を文字化した。この作業では計算機
上で繰り返し音声を聞き、漢字かな混じりで
表記する「基本形」、発音を忠実に表記した
「発音形」からなる「書き起こしテキスト」
を作成した（図 1参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 書き起こしテキストの例 

（左が「基本形」右が「発音形」） 
 
(6)形態素解析 
 書き起こしテキストに基づき、品詞情報な
どを KWIC（key word in context）形式で提
示する「形態論情報」を作成した（図 2参照）。
なお、計算機による自動形態素解析に先立ち、
人手により書き起こしテキストを短い単位
に分割した。また、計算機で自動的に付与さ
れた情報には、人為的あるいは解析誤りに起
因する種々のエラーが含まれるため、手作業
により修正した。 
 
 
 
 
 

 
図 2 形態論情報の例 

 
(7)分節音ラベル付与 
 書き起こしたテキストをもとに、音声デー
タに対して分節音ラベルを付与した（図 3参
照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 分節音ラベル付与例 

（上から音声波形，広帯域スペクトログラム，
時間，分節音ラベル） 

 
 

0005 00017．055 － 00017．897 L: 
気息の  ＆キソクノ 

度合い  ＆ドアイ 

0006 00018．312 － 00019．155 L: 
いわば  ＆イワバ 

有気か  ＆(W ユキ;ユーキ)カ 

無気か  ＆ムキカ 

0007 00019．501 － 00021．128 L: 
そして  ＆ソシテ 

調音の  ＆チョーオンノ 

強さ  ＆ツヨサ 



４．研究成果 
(1)構築されたコーパスの特徴、及び格納さ
れているデータ 
①非母語話者の音声 
 CSJ-NNS は格納される音声が非母語話者の
音声であることを最大の特徴としている。1.
でも述べた通り、非母語話者のコーパスはい
くつか存在するものの、音声学的分析が可能
で、かつ母語話者のデータ(CSJ)と比較可能
なコーパスは他に存在しない。 
 
②自発発話 
 CSJ-NNS は非母語話者(中国語話者・韓国語
話者・英語話者が中心)の自発発話を収録し
ている。具体的には、学会やスピーチ大会な
どにおいて日本語で発表している音声であ
る。中には原稿読み上げ形式の発表の音声も
含まれているが、母語話者のそれにおいても
自発音声の特徴と考えられるフィラーや言
いよどみが頻出すると言われており(籠宮ほ
か 2000)、非母語話者においてはさらにその
傾向が強いと思われる。したがって、このよ
うな音声も一部ではあるが CSJ-NNSの収録の
対象としている。  
 
③モノローグ 
 CSJ-NNS はモノローグを中心としたコーパ
スである。これは CSJ と同じ発話形式にし、
比較を可能にするためである。 
 
④付加情報 
 CSJ-NNS には高精度な転記テキスト、形態
論情報及び音声学的ラベルを付与している。
また収録されるデータが非母語話者である
ことをふまえ、学習歴、母語話者による印象
評定等も付加情報として加えた。これにより、
言語研究に十分耐え得るコーパスとなって
いる。 
 
(2) CSJ と CSJ-NNS の比較を通して 
CSJ の分析結果と、CSJ-NNS の分析結果と

を比較し、母語話者・非母語話者それぞれの
自発音声に見られる特徴・傾向の異同に関す
る考察を試みたところ、場合によっては非母
語話者よりも母語話者の方が「発音のなま
け」という「規範からの逸脱」を起こしてい
る現象もあることがわかった。またその一方
で、「規範からの逸脱」の傾向が母語話者と
非母語話者とが同様である場合も存在する
ことが判明している（土岐ほか 2009）。 
 もっとも、母語話者の音声に観察される
「規範からの逸脱」というのは、無秩序に生
起しているわけではない。非母語話者の音声
に観察される「規範からの逸脱」を考える際
には、必ず同時に、母語話者の音声に観察さ
れる「規範からの逸脱」現象はどのようなも
のであるのかを記述する必要があることに

も留意が必要である。教育上の目標とすべき
姿は、当然のことながら、母語話者の生活感
からくる勘だけではなく、確かなデータの裏
づけによるものでなければならないからで
ある。特に音声に限って考えただけでも、母
語話者自身でさえはっきりとは意識できて
いないこと、それがまた、非母語話者にとっ
ては、いち早く気がかりな問題となるような
場合も少なくはない可能性もあろう。 
 上述の結果は、非母語話者の音声は常に
「規範から逸脱した、訂正されるべきもので
ある」といったある種の「思い込み」を再考
するきっかけになるものと考えられるが、こ
の点が非母語話者の日本語音声について、
我々が最も重要視している基盤的考え方で
ある。 
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